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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

廃棄物エネルギーの産業利用
の可能性について
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

【セミナーの目的】
環境負荷の低減を図りながら、廃棄物
を適正かつ積極的に循環利用する
「循環産業」の活性化を図る

【お話しすること】
・静脈資源の出口を増やすことが重要
・廃棄物ｴﾈﾙｷﾞｰの産業利用が選択肢
・熱利用がｴﾈﾙｷﾞｰ利用率を高める
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑴廃棄物管理の優先順位（言葉の定義）
⑵静脈資源循環システムの成立条件
⑶産業界と廃棄物処理業界の関係性
⑷各種産業の熱需要
⑸海外の先行事例
⑹発電と熱利用でのエネルギー利用率
の違い

⑺使用済プラスチックの有効利用状況
（特に、エネルギーリカバリーについて）
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑴廃棄物管理の優先順位（言葉の定義）
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廃棄物管理の優先順位
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Toyota Motor Europe

Copyright © Toyota Motor Europe
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑵静脈資源循環システムの成立条件
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静脈資源循環システムの成立条件

京葉臨海
工業地帯

ソーティング
センター
（資源製造）

③
材料

リサイクル

④
エネルギー
リカバリー

⑤
埋立
処分

エネルギー
センター
（蒸気製造）

地
域
で
発
生
す
る
廃
棄
物

千葉県

市町村

廃棄物処理業→ 資源循環業
“静脈資源に生き返らせる”

高効率廃棄物エネルギー化施設
“Ｒ１ ＞ ０．６５”

循環産業の活性化を図るために、「静脈資源の出口」を増やすことと
廃棄物を静脈資源に生き返らせる企業を振興することが重要になる
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑶産業界と廃棄物処理業界の関係性
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産業界と廃棄物処理業界の関係性

両者の
接点

取引の
目的

産業界
（製造業等）

廃棄物
処理業界

入口
廃棄物の
処理委託

排出事業者
廃棄物
処理業者

出口
静脈資源の
調達

製造業者等
静脈資源
供給業者

静脈資源循環システムの中での
両者の接点と関係
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑷各種産業の熱需要
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産業部門熱需要の利用温度および排熱温度
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業種別・用途別熱需要の分布

✔

✔
✔

✔

✔
✔
✔



Copyright (C) W.M.F. All Rights Reserved.

14

廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑸海外の先行事例
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海外の先行事例（ドイツ ハンブルグ市）
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製油所

エルベ川

ＭＶＲ社

蒸気配管

ドイツ第二の都市で人口約180万人。港湾都市かつ工業都市。
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ＭＶＲ社 施設概要
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・施設規模 516t/d×2炉＝1,032t/d
・炉形式 ｼｭﾀｲﾝﾐｭﾗｰﾊﾞﾌﾞｺｯｸ製ストーカ炉
・発電機 30MW ・ボイラ 400℃×44bar
・ごみピット 2万m3 ・煙突 80m
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静脈資源の広域移動
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年間利用量 ハンブルグ市80万トン＋周辺地域31.5万トン

半径60km圏
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静脈資源のエネルギー利用率 約70％
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静脈資源
94％

製油所
47％

発電
8％

地域暖房
4％

ﾌﾟﾛｾｽ蒸気
10％

年間
37万トン

ﾌﾟﾛｾｽ蒸気
6％
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑹発電と熱利用でのエネルギー利用率
の違い
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発電と熱利用でのエネルギー利用率の違い
※利用率は蒸気のｴﾝﾀﾙﾋﾟを基準に試算

65℃×0.25ata（真空）
ｴﾝﾀﾙﾋﾟ575kcal/kg

250℃×1MPa･G
ｴﾝﾀﾙﾋﾟ700kcal/kg

３倍程度
向上できる
可能性有
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廃棄物のリサイクル推進マッチングセミナー

⑺使用済プラスチックの有効利用状況
（特に、エネルギーリカバリーについて）
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使用済プラスチックの利用状況（日本）
有効利用84％＝③材料ﾘｻｲｸﾙ27％＋④ｴﾈﾙｷﾞｰﾘｶﾊﾞﾘｰ57％ ⑤未利用16％

③輸出15％、国内12％

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ循環利用協会（2016年）

492万ｔ

407万ｔ

11％

6％

✔エネルギー利用率向上 ✔未利用ゼロ

※輸出の配分は一廃と
産廃均等割合とした
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欧州各国のプラスチックリサイクル率

Copyright PlasticsEurope

④
エネルギー
リカバリー
0～75％

③
材
料
リ
サ
イ
ク
ル

30±10％
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使用済プラスチックの資源循環の輪

Copyright PlasticsEurope

③ ④
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本日の講演のまとめ

・「循環産業」の活性化を図るため
静脈資源の出口を増やすことが重要

・静脈資源の出口を増やす方法として
廃棄物エネルギーの産業利用が
ひとつの選択肢になる

・蒸気による熱利用を導入することで
エネルギー利用率を高め、効果的に
天然資源の消費抑制が図れる
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財団ニュース №93（ホームページに掲載）


